
2018 年７月１日 

日本ドッグサーフィン連盟 ／ ＪＤＳＡ 

 

ＪＤＳＡドッグサーフィンインストラクター認定要綱 

 

日本ドッグサーフィン連盟（以下「ＪＤＳＡ」という。）が、ドッグサーフィンインストラクター（以下「イ

ンストラクター」という。）を認定する要領は、以下のとおりとする。 

 

１ 認定の手続き 

  ＪＤＳＡインストラクターの認定を受ける者は、所定の書式を提出すること。 

  ＪＤＳＡは、認定希望者から書式を受領した場合、認定試験を行い、合格をした者の技能を判定しイン

ストラクターとして認定し、認定台帳に記録する。 

 

２ 受験資格 

 (1) 体力 

    泳力があること。（海で 25 メートル以上泳げること。） 

  (2) サーフィンスキル 

  ア ロングボードでパドリングしてゲッティングアウトができること。 

  イ テイクオフができること。 

ウ 安定してサーフボードの上に立て、さらに安定したサーフライディングができること。 

  エ テイクオフから確実なターンができること。 

オ プルアウトできること。 

 (3) ＪＤＳＡドッグサーフィンインストラクター講習修了者 

ＪＤＳＡドッグサーフィンインストラクター養成講習を受講していること。 

 (4) 会員 

   ＪＤＳＡの会員であること。 

 (5) インストラクターとしての資質 

   ＪＤＳＡドッグサーフィン指導要綱を理解しているとともに、インストラクターとしての資質を保持

し、必要なドッグサーフィン技能を習得していること。 

 

３ 認定試験 

  (1) 口述試験 

   海洋知識、気象知識及びサーフィンルールとマナーから出題する。 

 (2) 実技試験 

   次の項目を出題する。 

  ア 陸上サーフボードトレーニング試験 

    陸上でドッグサーフィンスクール受講者（以下「受講者」という。）にサーフボードに乗せる場合の

模擬説明要領 

  イ サーフボードコントロール試験 

海上で、犬と人間をサーフボードに乗せた時のサーフボードコントロール要領 



ウ ドッグサーフィン指導要領試験 

    以下の３項目の指導要領を試験する。 

   課題１ 受講者がサーフィン未経験の場合の指導方法 

   課題２ 受講者がサーフィンを習得している場合の指導方法 

   課題３ 犬だけでサーフィンする場合の指導方法 

  エ 応急処置方法試験 

サーフィン中などに発生した事故における救助方法及び応急処置要領（実技試験及び口述試験） 

 (3) 認定試験要領 

   認定試験に係る申込方法、費用及び要領は、別に定める。 

 

４ 認定試験合格から認定までの要件 

  認定試験合格者は、ＪＤＳＡが開催するドッグサーフィンスクールのインストラクターとして所定の実

務を行い、ＪＤＳＡが認めた場合に認定する。 

 

５ 登録 

  ＪＤＳＡは、認定したインストラクターを認定台帳に記録する。 

 

６ 登録の抹消 

(1) ＪＤＳＡの規約や遵守事項及び規律に反したときやＪＤＳＡの名誉を毀損し、又はＪＤＳＡの目的に

反する行為をし、会員としての責務に違反したとき及び会員資格の喪失した時は、インストラクター認

定を取り消し登録から抹消する。 

(2) インストラクター認定後、ＪＤＳＡドッグサーフィンスクール養成やＪＤＳＡ活動を行わなかったた

めにインストラクター技能及び技術の維持ができないとＪＤＳＡが判断した場合、インストラクター認

定を取り消し登録から抹消する。 

(3) インストラクター認定を取り消し登録から抹消した者に対し、ＪＤＳＡは通知するものとする。 

７ インストラクターの責務 

(1) ドッグサーフィンに関する普及啓発を行うこと。 

(2) ドッグサーフィンに対する安全と事故防止のための普及活動を行うこと。 

 

８ インストラクターの区分 

 (1) ClassＡ 

   スクールすべてに対応できるインストラクター 

 (2) ClassＢ 

   状況によりアシスタントが必要なインストラクター 

 (3) ClassＣ 

   経験が少ないインストラクター 

９ その他 

 (1) 本要綱は、必要に応じて変更できるものとする。 

 (2) この要綱は、ＪＤＳＡに帰属し、ＪＤＳＡドッグサーフィンインストラクター養成部会が運営する。 

 



年  月  日 

 

日本ドッグサーフィン連盟 理事長 

 

ＪＤＳＡドッグサーフィンインストラクター認定申請書 

 

 私は、ＪＤＳＡドッグサーフィンインストラクターの受験資格を保有しており、認定試験を受験したいの

で、以下のとおり申請します。 

   年    月   日 

 

署名                           

 

申請者氏名 
氏  名 ： 

フリガナ ：          

申請者住所 

〒 

 

 

申請者連絡先 

携帯電話番号 

 

電子メールアドレス 

 

海上での泳力        メートル以上泳げます。 

サーフィンスキル 
受験資格のサーフィンスキル 

あり  ・ なし 

ＪＤＳＡ会員 
会員登録年月日： 

会員番号   ： 

インストラクター講習 

受講年月日 

回 数 受 講 日 

第１回 年  月   日 

第２回 年  月   日 

第３回 年  月   日 

第４回 年  月   日 

第５回 年  月   日 

認定試験希望日       年  月頃 

 

 



年 月 日現在 

ＪＤＳＡドッグサーフィンインストラクター認定台帳 
 

日本ドッグサーフィン連盟 

 

認定番号 認定月日 認定区分 インストラクター区分 

１ 

年 月 日 認定試験 Class Ｃ 

氏   名           年齢   歳 

住   所 
〒 

 

連 絡 先 電話番号 ： 

電子メール： 

 

認定番号 認定月日 認定区分 インストラクター区分 

２ 

年 月 日 認定試験 Class Ｃ 

氏   名           年齢   歳 

住   所 
〒 

 

連 絡 先 電話番号 ： 

電子メール： 

 

認定番号 認定月日 認定区分 インストラクター区分 

３ 

年 月 日 認定試験 Class Ｃ 

氏   名           年齢   歳 

住   所 
〒 

 

連 絡 先 電話番号 ： 

電子メール： 

 

認定番号 認定月日 認定区分 インストラクター区分 

４ 

年 月 日 認定試験 Class Ｃ 

氏   名           年齢   歳 

住   所 
〒 

 

連 絡 先 電話番号 ： 

電子メール： 

 

認定番号 認定月日 認定区分 インストラクター区分 

５ 

年 月 日 認定試験 Class Ｃ 

氏   名           年齢   歳 

住   所 
〒 

 

連 絡 先 電話番号 ： 

電子メール： 

 

認定番号 認定月日 認定区分 インストラクター区分 

６ 

年 月 日 認定試験 Class Ｃ 

氏   名           年齢   歳 

住   所 
〒 

 

連 絡 先 電話番号 ： 

電子メール： 

 


